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新潟県南魚沼市

地域再生計画

【地域再生基盤強化交付金（汚水処理施設整備交付金) 】

事　後　評　価

南魚沼市「自然・人・産業の和で築く　安心のまちづくり」計画



汚水処理施設整備交付金　　事後評価シート 新潟県南魚沼市

都道府県名 市町村名

地域再生計画名

計画期間 交付金交付期間

交付金 実施 実施 六日町処理区、大和処理区

の種類 事業 場所 南魚沼市内全域

従前値（%） 実績値（%） 基準年度 事後評価 所　　見

　汚水処理施設の整備の促進

　体験型観光参加者の増加
入込客数（人）

▲ 0.36

　（観光入込客数の5％増加） 3,012,230 3,001,480

事後評価 所　　見

 下水道整備延長 ○
管渠整備は順調に進捗し、計画以上の成
果を上げることができた。

 下水道新規処理人口 ×
計画期間内の人口減少も伴い、新規処理
人口の増加数は計画に達しなかった。

 浄化槽設置基数 ×
浄化槽設置希望者が当初予想より激減し
たことから、計画に達しなかった。

 浄化槽新規処理人口 ×
設置基数の減及び計画期間内の人口減少も
伴い、新規処理人口の増加数は計画に達し
なかった。

※（　）は汚水処理施設整備交付金での実施数

４．総合所見と今後の方策

総合所見
・汚水処理施設整備交付金の活用により、公共下水道事業は効果的かつ効率的に整備を進めることができ計画目標を達成することができた。また、浄
化槽事業についても同交付金の活用により計画的な事業執行を図ることができたが、事業を個人希望により実施したため、計画目標に対し思うように
希望が集まらず計画目標を達成することができなかった。
・ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」効果により平成２１年度まで観光入込客数は急激な伸びをみせたが、その後減少傾向となり、特に基準年の平成２３年
度は東日本大震災及び新潟・福島豪雨などの影響で前年に比べ大きく落ち込んだため目標年対比では微減となった。しかしながら下水道整備の進捗で
観光客の利便性の向上に寄与することができた。
今後の方策
・平成２３年度以降汚水処理施設整備交付金での事業は休止し、公共下水道は社会資本整備総合交付金で、浄化槽事業は循環型社会形成推進交付金で
それぞれ整備を継続し、生活環境の向上と公共水域の水質の改善のため汚水処理人口普及率100％を目指し事業促進を図る。

目標2 　浄化槽事業

250基
(75)基

97基

1,160人 252人

３．地域再生計画に記載し
　　た数値の効果発現状況

整　備　目　標 計画値 実績値

目標1 　公共下水道事業

（61,730）ｍ
71,600ｍ

（54,694）ｍ
87,937ｍ

7,800人 4,603人

○
汚水処理施設整備交付金の活用により、
計画目標を達成することができた。

　（汚水処理人口普及率を81.1%から91.1%に向上）

目標2 H18 H23 △

NHK大河ドラマ「天地人」効果によりH21までは
目標を大きく上回る増加がみられたが、その後
減少傾向となり、基準年となるH23では東日本大
震災及び新潟・福島豪雨などの影響もあり目標
値までは届かなかった。

基準年度

目標1 81.1 H18 93.2 H23

１．事業の実施状況 汚水処理施設整備交付金
公共下水道事業

浄化槽（市町村設置型）事業

２．地域再生計画に記載し
    た数値目標の達成状況

目　　　　　　標

新潟県 南魚沼市

南魚沼市　「人・自然・産業の和で築く安心のまち」　再生計画

平成19年度～平成23年度 平成19年度～平成22年度


